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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月25日(2016.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インク滴を吐出させて印刷媒体に印刷を行うインクジェット印刷装置において、
　複数種類の吐出波形に基づいて前記印刷媒体にインク滴を吐出するインク滴吐出手段と
、
　前記インク滴吐出手段に対して供給する吐出波形を複数種類の吐出波形から選択する制
御手段と、
　を備え、
　前記制御手段は、前記インク滴吐出手段による画像形成時には、前記複数種類の吐出波
形から画像形成用インク滴吐出波形を選択し、前記インク滴吐出手段によるフラッシング
時には、前記複数種類の吐出波形からフラッシング用インク滴吐出波形を選択し、前記印
刷媒体に形成される画像における任意の領域で、任意の１ラインでのみ、その画像を形成
するための画像形成用インク滴吐出波形に代えてフラッシング用インク滴吐出波形でイン
ク滴を吐出させることを特徴とするインクジェット印刷装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のインクジェット印刷装置において、
　前記フラッシング用インク滴吐出波形は、前記画像形成用インク滴吐出波形よりもイン
ク滴の吐出力が大きく設定されていることを特徴とするインクジェット印刷装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のインクジェット印刷装置において、
　前記制御手段は、前記印刷媒体に形成される画像の高濃度領域でフラッシングを行わせ
ることを特徴とするインクジェット印刷装置。
【請求項４】
　請求項１または２に記載のインクジェット印刷装置において、
　前記インク滴吐出手段は、前記印刷媒体との相対移動方向と直交する方向に複数個の印
刷ヘッドを備え、
　前記制御手段は、前記複数個の印刷ヘッドを異なるタイミングでフラッシングさせるこ
とを特徴とするインクジェット印刷装置。
【請求項５】
　インク滴を吐出させて印刷媒体に印刷を行うインクジェット印刷装置のフラッシング方
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法において、
　複数種類の吐出波形から画像形成用インク滴吐出波形によりインク滴を吐出させて画像
形成を行う過程と、
　前記複数種類の吐出波形からフラッシング用インク滴吐出波形を吐出させてフラッシン
グを行う過程と、
　を有し、
　前記印刷媒体に形成される画像における任意の領域で、任意の１ラインでのみ、その画
像を形成するための画像形成用インク滴吐出波形に代えてフラッシング用インク滴吐出波
形でインク滴を吐出させることを特徴とするインクジェット印刷方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、このような目的を達成するために、次のような構成をとる。
　すなわち、請求項１に記載の発明は、インク滴を吐出させて印刷媒体に印刷を行うイン
クジェット印刷装置において、複数種類の吐出波形に基づいて前記印刷媒体にインク滴を
吐出するインク滴吐出手段と、前記インク滴吐出手段に対して供給する吐出波形を複数種
類の吐出波形から選択する制御手段と、を備え、前記制御手段は、前記インク滴吐出手段
による画像形成時には、前記複数種類の吐出波形から画像形成用インク滴吐出波形を選択
し、前記インク滴吐出手段によるフラッシング時には、前記複数種類の吐出波形からフラ
ッシング用インク滴吐出波形を選択し、前記印刷媒体に形成される画像における任意の領
域で、任意の１ラインでのみ、その画像を形成するための画像形成用インク滴吐出波形に
代えてフラッシング用インク滴吐出波形でインク滴を吐出させることを特徴とするもので
ある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　［作用・効果］請求項１に記載の発明によれば、制御手段は、インク滴吐出手段による
画像形成時には、画像形成用インク滴吐出波形を選択し、インク滴吐出手段によるフラッ
シング時には、フラッシング用インク滴吐出波形を選択する。フラッシングは、画像形成
用インク滴吐出波形とは異なるフラッシング用インク滴吐出波形により行われるので、効
率的にフラッシングを行わせることができる。したがって、紙損や印刷品質の低下を抑制
しつつもフラッシングの効果を十分に奏することができる。また、画像における任意の領
域で、任意の１ラインでのみフラッシング用インク滴吐出波形でインク滴を吐出させるの
で、画像への影響を抑制してフラッシングを行うことができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　（削除）
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　（削除）
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、本発明において、前記インク滴吐出手段は、前記印刷媒体との相対移動方向と直
交する方向に複数個の印刷ヘッドを備え、前記制御手段は、前記複数個の印刷ヘッドを異
なるタイミングでフラッシングさせることが好ましい（請求項４）。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、請求項５に記載の発明は、インク滴を吐出させて印刷媒体に印刷を行うインクジ
ェット印刷装置のフラッシング方法において、複数種類の吐出波形から画像形成用インク
滴吐出波形によりインク滴を吐出させて画像形成を行う過程と、前記複数種類の吐出波形
からフラッシング用インク滴吐出波形を吐出させてフラッシングを行う過程と、を有し、
前記印刷媒体に形成される画像における任意の領域で、任意の１ラインでのみ、その画像
を形成するための画像形成用インク滴吐出波形に代えてフラッシング用インク滴吐出波形
でインク滴を吐出させることを特徴とするものである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　［作用・効果］請求項５に記載の発明によれば、画像形成を行う過程では、画像形成用
インク滴吐出波形によりインク滴を吐出させ、フラッシングを行う過程では、フラッシン
グ用インク滴吐出波形を吐出させる。フラッシングは、画像形成用インク滴吐出波形とは
異なるフラッシング用インク滴吐出波形により行われるので、効率的にフラッシングを行
わせることができる。したがって、紙損や印刷品質の低下を抑制しつつもフラッシングの
効果を十分に奏することができる。また、画像における任意の領域で、任意の１ラインで
のみフラッシング用インク滴吐出波形でインク滴を吐出させるので、画像への影響を抑制
してフラッシングを行うことができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明に係るインクジェット印刷装置によれば、制御手段は、インク滴吐出手段による
画像形成時には、画像形成用インク滴吐出波形を選択し、インク滴吐出手段によるフラッ
シング時には、フラッシング用インク滴吐出波形を選択する。フラッシングは、画像形成
用インク滴吐出波形とは異なるフラッシング用インク滴吐出波形により行われるので、効
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率的にフラッシングを行わせることができる。したがって、紙損や印刷品質の低下を抑制
しつつもフラッシングの効果を十分に奏することができる。また、画像における任意の領
域で、任意の１ラインでのみフラッシング用インク滴吐出波形でインク滴を吐出させるの
で、画像への影響を抑制してフラッシングを行うことができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　このような場合には、図６に示すように、第２の画像ＰＦｂのうち高濃度領域である木
の背景ＰＦ４において印刷ヘッドモジュール１９ａ～１９ｄにおける各々の任意の１ライ
ンによるフラッシングＦＬａ～ＦＬｄを行う。これにより第２の画像ＰＦｂを印刷すると
ともに、フラッシングを行うことができる。また、各印刷ヘッドモジュール１９ａ～１９
ｄは、搬送方向にずらしてフラッシングを行うことが好ましい。これによりフラッシング
の形跡が目立たないようにでき、印刷品質の低下をより抑制できる。
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